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	応用
	抗原情報
	背景
	シェルタリン複合体（テロソーム）の成分で、テロメアの長さの調節と保護に関与しています。シェルタリンは、テロメラーゼによって追加された二本鎖 TTAGGG リピートの配列と結合し、染色体末端を保護します。保護活性がなければ、テロメアは DNA 損傷監視から隠されなくなり、染色体末端は DNA 修復経路によって不適切に処理されます。シェルタリン複合体の組み立てに役割を果たします。 シェルタリン複合体（テロソーム）の成分で、テロメアの長さの調節と保護に関与しています。シェルタリンは、テロメラーゼによって追加された二本鎖 TTAGGG リピートの配列と結合し、染色体末端を保護します。保護活性がなければ、テロメアは DNA 損傷監視から隠されなくなり、染色体末端は DNA 修復経路によって不適切に処理されます。シェルタリン複合体の組み立てに役割を果たします。アイソフォーム 1 は、テロメアを核マトリックスにつなぐという追加の役割も担っている可能性があります。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	(1) HUVEC細胞溶解物、(2) NIH/3T3細胞溶解物、(3) PC12細胞溶解物におけるTin2発現のウエスタンブロット解析。

